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最近、若年者を中心とした OD（薬物過剰摂取）や薬物依存、自殺企図などの問題

が深刻となっています。 

 今回、より多くの市民の方にこれらの問題について正しく理解を深めていただくこ

とを目的に、「薬物依存症特別講演会」を開催することとしました。 

講師は、薬物依存症や自殺予防等の分野で著名な国立精神・神経医療研究センター

の松本俊彦氏です。 

ぜひ取材方よろしくお願いいたします。 

 

１ 日時・場所・次第 

（１） 日時  令和６年１月２４日（水）１４：００～１６：００（開場１３：３０） 

（２） 場所  ウェルとばた中ホール（北九州市戸畑区汐井町１番６号） 

（３） 次第   

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 主催  北九州市 

２ 参加者数 市民・支援者等 約３００人（定員に達しました！） 

３ 添付資料 チラシ 

４ 取材に当たっての留意点  

  参加者へのインタビュー取材を希望される方は、講演会修了後、取材対象者の承

諾を得たうえで行ってください。 

 

問い合わせ先 

 保健福祉局 精神保健福祉センター 
 電話 ０９３－５２２－８７２９（平日、８時 30分～17時 15分） 

担当 （所長）藤田、（係長）前田 

 

１４：００ 

～１４：０５ 

開会あいさつ 

保健福祉局長  武藤 朋美 

１４：０５ 

～１６：００ 

講演  

「人はなぜ依存症になるのか?  

予防啓発と回復支援に必要なこと」 

国立研究開発法人 国立精神・神経医療研究センター 

精神保健研究所 薬物依存研究部  

部長 松本 俊彦 氏 

１６：００ 閉会 

「薬物依存症特別講演会」の開催 

若年者を中心とした薬物や自殺の問題について取材をお願いします 


